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八郎潟町議会だより第163号 （2）令和７年４月１日

　議員の総力を結集して、
町民から信頼される町議
会を目指します。

　議会を牽引する役割を
担い、行動と提言で町を
前進させていく。

議　長　柳田　裕平副議長　小柳　　聡
抱負
「町民の豊かな生活を創る」
座右の銘
「他者のために自己を磨く」

　謙虚に誠実に　
　行動力は加速して

加藤千代美京極　幸村

　町民生活の向上と安寧
　サーバント（仕える）リ
ーダーとして議員の職務を
全うする。

村井　　智小野　千春

　議席を与えられた責任
を全うするため、初志貫徹
精神で頑張る。

　与えていただいた議席
を大事にし、町民の声を町
政に届けます。

伊藤　　章松田真寿美

　町民皆の「不便・不安を
無くする」ために、皆で考
え、行動する。

　世のため人のために尽
くすことが結果として自分
の幸せにつながる。

野原　静雄小林　響騎

　町民主体を念頭に奉仕
と福祉の心で日 、々努力い
たします。

　次の世代のため、住み
よいまちづくりに取り組ん
でまいります。

畠山　一充小栁　鉄秀

新議員の抱負
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八 郎 潟 町 議 会 構 成
議　長　　柳　田　裕　平
副議長　　小　柳　　　聡
議　席 氏　　　名

１　番 加　藤　千代美

２　番 京　極　幸　村

３　番 村　井　　　智

４　番 小　野　千　春

５　番 伊　藤　　　章

６　番 松　田　真寿美

７　番 野　原　静　雄

８　番 小　林　響　騎

９　番 畠　山　一　充

10　番 小　栁　鉄　秀

11　番 小　柳　　　聡

12　番 柳　田　裕　平

総務産業常任委員会
委 員 長　京　極　幸　村
副委員長　小　野　千　春
委 員　野　原　静　雄
　 〃 　　村　井　　　智
　 〃 　　小　林　響　騎
　 〃 　　柳　田　裕　平

議会選出監査委員
畠　山　一　充

議会広報編集委員会（前期）
（令和７年２月23日～）
委 員 長　野　原　静　雄
副委員長　小　栁　鉄　秀
委 員　伊　藤　　　章
　 〃 　　松　田　真寿美
　 〃 　　小　野　千　春
　 〃 　　柳　田　裕　平

議会運営委員会
委 員 長　松　田　真寿美
副委員長　小　林　響　騎
委 員　伊　藤　　　章
　 〃 　　村　井　　　智

教育民生常任委員会
委 員 長　伊　藤　　　章
副委員長　松　田　真寿美
委 員　加　藤　千代美
　 〃 　　畠　山　一　充
　 〃 　　小　栁　鉄　秀
　 〃 　　小　柳　　　聡

議会広報編集委員会（後期）
（令和９年２月23日～）
委 員　加　藤　千代美
　 〃 　　畠　山　一　充
　 〃 　　村　井　　　智
　 〃 　　京　極　幸　村
　 〃 　　小　林　響　騎
　 〃 　　小　柳　　　聡

八郎潟町・井川町衛生処理施設組合
伊　藤　　　章
小　栁　鉄　秀
京　極　幸　村

八郎湖周辺清掃事務組合
村　井　　　智
小　野　千　春

湖東地区行政一部事務組合
野　原　静　雄
松　田　真寿美
小　林　響　騎

常　任　委　員　会

一　部　事　務　組　合　議　員

第１回臨時会

第２回臨時会

令和７年１月17日に第１回臨時会が開催

議案第１号「令和６年度八郎潟町一般会計補正予算（第８号）」について
▶▶ 全員賛成可決

令和７年２月25日第２回臨時会が開催され、正副議長の選出、各常任委員会、議会運営委
員会、議会広報編集委員会の構成、各組合議会議員の選出、監査委員選任の同意を行いま
した。
　監査委員には、畠山一充氏が選任同意されました。

議会構成、各組合議員、監査委員など決定
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３月定例会
　３月定例会、３月10日から19日までの10日間にわたり開かれました。
一般質問は６名、審議した議案は、補正予算関係７件、条例の改正14件、
計画の変更１件、財産の無償貸付１件、当初予算関係６件です。

令和７年度特別会計等　議案可決
〇令和７年度国民健康保険特別会計当初予算
…………… 6億8,895万6千円 （前年度比13,626千円増）
〇令和７年度後期高齢者医療特別会計当初予算
…………………9,763万1千円 （前年度比1,507千円増）
〇令和７年度介護保険特別会計当初予算
…………… 9億8,021万2千円 （前年度比10,675千円増）
〇令和７年度水道事業会計当初予算
　（収益的収入）……1億3,992万円 （前年度比4,073千円減）
　（資本的収入）……3,816万4千円 （前年度比7,036千円減）
〇令和７年度公共下水道事業会計当初予算
　（収益的収入）2億1,040万1千円 （前年度比17,204千円減）
　（資本的収入）1億1,159万5千円 （前年度比372千円減）

令和６年度補正予算等７議案可決
〇一般会計補正予算………………… 1億7,009万円追加
　歳出予算の主なものは
●積立金（総務管理費） ………………… 273,953千円
●秋田県町村電算システム共同事業組合負担金 …▲21,445千円
●扶助費（医療給付費） …………………▲14,600千円
●社会資本整備総合交付金事業…………▲12,013千円
〇令和６年度国民健康保険特別会計補正予算 3,509万4千円追加
〇令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算 153万8千円減額
〇令和６年度介護保険特別会計補正予算
　　保険事業勘定…………………… 1,275万8千円追加
〇令和６年度水道事業会計補正予算
　　（収益的支出）……………………… 608万8千円減額
　　（資本的収入）…………………………… 520万円減額
〇令和6年度公共下水道事業会計補正予算
　　（収益的収入）……………………… 765万7千円追加
　　（資本的収入）………………………… 44万7千円減額

歳出予算の主なものは
〇電子計算費（委託料・電算組合負担金等） ………………………………………2億1,156万5千円（＋94,802千円）
〇湖東厚生病院運営費補助金…………………………………………………………… 2,633万4千円 （＋8,673千円）
〇ふるさと納税報償費…………………………………………………………………………… 810万円 （＋3,600千円）
〇総合計画等策定関係費（委員報酬、印刷製本、業務委託料等） ………………………732万9千円 （＋7,329千円）
〇振り仮名等の通知書作成業務委託料………………………………………………………251万4千円 （＋2,514千円）
〇秋田県知事選挙費……………………………………………………………………………197万6千円 （▲227千円）
〇衆議院議員通常選挙費………………………………………………………………………451万8千円 （＋4,518千円）
〇地域福祉計画策定業務委託料………………………………………………………………… 300万円 （＋3,000千円）
〇自立支援給付費（障がい者） ………………………………………………………1億9,000万1千円 （＋23,868千円）
〇児童手当……………………………………………………………………………………… 6,093万円 （＋14,930千円）
〇認定こども園バス運行費補助金……………………………………………………………… 120万円 （＋1,200千円）
〇認定こども園おおぞら園舎光熱水費補助金………………………………………………… 200万円 （＋2,000千円）
〇森林資源解析等業務委託料…………………………………………………………………886万6千円 （＋8,866千円）
〇まちづくり活動センター管理運営委託料…………………………………………… 1,107万3千円 （▲1,377千円）
〇Hachi　LAB補助金 …………………………………………………………………………254万5千円 （＋2,545千円）
〇一日市盆踊り補助金…………………………………………………………………………474万7千円 （▲1,498千円）
〇田んぼアート事業費補助金…………………………………………………………………… 150万円 （▲700千円）
〇若者イベント実行委員会補助金……………………………………………………………… 140万円 （＋100千円）
〇おもしろ市場実行委員会補助金………………………………………………………………… 95万円 （＋150千円）
〇可搬式排水ポンプ購入（中型7台、小型4台他） …………………………………… 3,843万9千円 （＋38,439千円）
〇社会資本整備総合交付金事業（町道除雪委託料） ………………………………… 3,119万4千円 （＋11,298千円）
〇ふれあいロード橋点検委託料………………………………………………………… 1,471万8千円 （＋14,718千円）
〇備品等廃棄処分業務委託料…………………………………………………………………682万9千円 （＋6,829千円）
〇第２町民体育館電力引込工事………………………………………………………………222万7千円 （＋2,227千円）

令和７年度一般会計当初予算は可決
32億9,344万円(対前年度比 2億1,586万1千円の増)
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■議長交際費の支出状況（１月～３月）
◎議長が交際費に要した経費の概要をお知らせします。
分　類 件数 金額（円） 内　　　　訳
その他 3 11,213 湖東３町商工会賀詞交歓会・スポーツ協会表彰式・婦人会総会
計 ３ 11,213

議案25号　反対討論 小林　響騎

　行政の特徴として前例を重視する傾向があります。
そのことから、今回これらの土地を無償で貸付するこ
とで、前例を作ってしまいます。行政は土地あるいは
建物を無償で貸してくれるという前例ができてしまえ
ば、別の事業者からお願いされた際、どう断るんでし
ょうか。現在、旧小学校の校舎使用の件で話し合いが
されてるかと思いますが、無償で貸してくださいとい
う話になりかねません。不利な前例を作らないでいた
だきたいと思います。以上のことより私は反対討論さ
せて頂きました。議員の皆様。この議案についての自
分の身の振り方。住民の皆様にどのように説明するの
か。よくよくお考えの上、ご判断いただきますようよ
ろしくお願い申し上げます。以上です。

議案25号　反対討論 村井　　智

　目的については賛同する。しかし町条例（財産の交
換・無償貸付等に関する条例）は国・県を貸付対象と
想定された条文であり、今回の解釈には無理がある。
よってルールを規定した上で実行するべきである。今
後同様の事案が惹起した場合を考慮すべきだ。

議案25号　反対討論 加藤千代美

　議案第25号、財産の無償貸付について反対討論を行
います。
　今、無償貸付しようとする宅地（土地）は1937 ～
1940年に構築された八郎潟カントリーのことであると
思うが（構築された年については農協職員の記憶によ
るものである）この施設は農家の米の収集、集荷の業
務を主体として設立されたものと理解している。その
上で、農家の米の供出に大いに貢献している施設でも
ある。また、籾を籾摺する際に出る籾殻は農地を肥大
化していく上でとても重要な役割を果たし、農地の転
用するとても大きな役割をなし、農家にとって非常に
ありがたい施設として今日まで貢献している事実があ
る。この施設を構築するにあたっては、当時のことは
よく理解できないが、行政と農協が十分に話し合いを
行い農協が借り受ける際に借地金を払ってまで構築
されたのは、相方にメリットがあった為と思う。現に、
今でもなんの支障もなく運営されている施設を無償で
貸付することについては理解できないので反対いたし
ます。むしろ、ウクライナの戦争によって、麦、大豆
等が不足する現状で国、県が押し進める施設設備の充
実を図る資金を補助し、麦、大豆の収集、出荷を図る
ことが肝要かと思うと同時に、町の産業振興に大きな
影響を及ぼすものと考え反対の討論と致します。

議案25号　反対討論 小野　千春

　町で検討している脱炭素事業を進めるうえで25号は
先を見据え政策的に必要と同意し賛成でした。しかし
３月18日の町の説明の中で脱炭素事業自体やらない事
もあるとの答弁があり他課の事業充実（ふるさと納税
充実の施策づくり、要保護・準要保護児童の教育機会、
均等のための上乗せ費用等）にあてられる可能性もあ
るゆえ今年このタイミングで無償化する事を再検討い
ただきたく反対討論いたしました。

議案26号　反対討論 小林　響騎

　26号に賛成するということは、はちらぼの予算にも
賛成するということです。その点みなさまよろしいで
しょうか。いったい町民のみなさまにどのように説明
するのでしょうか。全く反対というわけではなくもう
一度考え直しましょう。1,100万円をかけるのは本当に
適正でしょうか。他にやりようがあるはずです。みな
さんで方策を探りませんか。役場側も立場上引くに引
けない状況です。私たち議員がかえないといけないの
です。議員になった初心を思い出してください。よろ
しくお願いします。

議案26号　賛成討論 畠山　一充

　一般会計予算総額（案）32億9,344万円であります。
これをストップすることは、行政サービス事業及び職
員の生活に支障をきたし、町民生活にも混乱を招くこ
とになります。予算特別委員会では、各委員から課
題、要望、意見について発言し、議論されたと思います。
担当課でも重く受け止め、行政運営を進めるものと確
信しております。私の賛成討論です。

議案26号　反対討論 京極　幸村

　一般会計予算については反対の立場から討論いたし
ます。まず初めに当初予算が否定となった場合でも必
ずしも全ての事業が停止するわけではありません。予
算においては、まちづくり活動センターの管理委託運
営費について見直す時期に入っています。委託料の積
算についても、町民の血税を投入していることを考え
ればより詰めるべきです。一般会計予算について反対
いたしますので、ご同意賜りますようお願いいたしま
す。
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一一 般般 質質 問問３月定例会

６議員が町政に対し質問
　３月11日の本会議において一般質問が行われ、６議員が質問
を行いました。以下、質問・答弁の内容を要約してお伝えします。

◆ 質 問 者

村井　　智 議員（一括質問一括答弁）
１、町内排水が農業施設による町長の所見

２、農業者数と平均年齢、今後の農業政策について

３、企業誘致の状況と方向性について

野原　静雄 議員（一問一答）
１、喫緊の課題について

２、課題の解消について

伊藤　　章 議員（一問一答）
１、令和７年度の「町民主役」のまちづくりについて

２、災害に関する避難情報の共有化及び一時避難場所の

環境調査について

３、買物弱者や移動困難者の把握について

松田真寿美 議員（一括質問一括答弁）
１、高齢者の集いの場について

２、健康を維持するための食生活について

小栁　鉄秀 議員（一括質問一括答弁）
１、「あいさつ運動の小さな一歩から」人口減少対策を

小柳　　聡 議員（一問一答）
１、物価高騰対策について

２、ＬＩＮＥアプリの運用状況は

一般質問とは

　一括質問一括答弁方式の場合、質疑は特別な場合を除き３回を超えることができな

い。一問一答方式の場合はこの規定は適用しない。

　また、延会、中止、又は休憩のため発言が中断したときは、会議の再開により前の

発言を続けることができる。
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議員

ら
う
、
と
の
提
案
で
あ
る
。

交
通
弱
者
問
題
は
都
市
圏
を

除
く
日
本
全
国
の
問
題
で
あ

り
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
者

も
多
く
い
る
。
ま
た
、
事
業

で
あ
る
故
一
定
期
間
の
内
に

成
り
立
た
な
け
れ
ば
退
場
し

て
も
ら
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
あ
る
。
企
業
に
と
っ
て
は

こ
こ
で
成
功
す
れ
ば
全
国
に

打
っ
て
い
け
る
。
町
は
一
定

の
株
式
を
所
有
し
た
上
で
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
時
の
苦
し
い

時
期
を
地
域
協
力
隊
で
支
援

す
る
な
り
、
確
実
な
収
益
と

な
る
通
学
を
担
っ
て
も
ら
う

な
ど
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

提
供
す
る
。
結
果
町
民
生
活

が
向
上
す
れ
ば
目
的
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

は
一
例
で
あ
る
。

町
長

本
町
単
独
で
の
誘
致

は
非
常
に
困
難
で
通
勤
圏
内

の
誘
致
に
周
辺
市
町
村
と
一

緒
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
だ
。
課
題
解
決
の
案
に
つ

い
て
は
今
後
勉
強
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
脱
炭
素
化
の
事
業
に
よ

り
冬
場
の
農
業
に
向
け
て
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問

当
町
周
辺
域
で
も
従
業

員
確
保
が
困
難
だ
、
と
の
悲

鳴
に
近
い
声
が
上
が
っ
て
お

り
ま
す
。
能
代
市
に
誘
致
し

た
中
国
製
材
（
株
）
が
未
だ

に
従
業
員
の
充
足
に
至
っ
て

い
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
に
、

企
業
の
誘
致
は
よ
ほ
ど
考
え

て
行
わ
な
け
れ
ば
と
憂
慮
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
企
業
の

卵
を
誘
致
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
。
合
わ
せ
て
町
内
の
課

題
解
決
を
図
る
目
的
で
あ
る
。

一
例
を
述
べ
る
。
高
齢
化
や

諸
問
題
に
よ
り
交
通
弱
者
の

問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

交
通
弱
者
は
買
い
物
弱
者
で

あ
り
通
院
弱
者
で
も
あ
り
町

民
の
生
活
に
直
結
し
て
い
る
。

先
日
国
際
教
養
大
学
の
学
生

さ
ん
が
大
変
興
味
深
い
ビ
ジ

ネ
ス
を
提
案
し
て
い
る
。
キ

ャ
ン
パ
ス
ま
で
の
送
り
迎
え

を
ビ
ジ
ネ
ス
に
す
る
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
エ
ッ

セ
ン
ス
を
本
町
に
適
応
し
た

事
業
を
、
本
町
の
ふ
る
さ
と

納
税
を
活
用
し
起
業
し
て
も

記
の
通
り
で
あ
り
、
上
記
を

鑑
み
八
郎
潟
土
地
改
良
区
に

は
三
個
所
の
排
水
機
場
に
係

る
経
費
の
一
部
を
町
単
独
や

国
事
業
を
活
用
し
た
助
成
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
も
必
要

な
協
力
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

問

両
土
地
改
良
区
の
構
成

員
で
あ
る
農
家
は
高
齢
化
と

後
継
者
不
在
故
、
ほ
ん
の
数

年
後
に
は
大
き
な
変
換
点
を

迎
え
る
こ
と
が
容
易
に
想
定

出
来
る
。
前
述
の
通
り
町
の

排
水
は
両
土
地
改
良
区
に

管
理
運
営
が
な
さ
れ
て
お

り
、
農
業
の
衰
退
は
町
の
構

造
に
直
結
す
る
問
題
と
な
る
。

隣
の
大
潟
村
で
も
毎
年
離
農

者
が
発
生
し
て
お
り
、
耕
作

放
棄
地
こ
そ
は
発
生
し
て
い

な
い
が
問
題
が
持
ち
上
が
っ

て
い
る
。
苗
の
生
育
団
地
の

価
格
高
騰
で
あ
る
。
売
買
価

格
の
実
勢
は
一
反
歩
あ
た
り

５
０
０
万
円
以
上
だ
そ
う
だ
。

従
来
農
法
で
は
営
農
面
積
の

増
加
は
育
苗
地
の
拡
大
が
必

然
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
そ

こ
で
解
決
策
と
し
て
Ｊ
Ａ
大

潟
村
組
合
長
み
ず
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
の
が
「
乾
田
直

播
き
栽
培
農
業
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
象
潟
町
あ
た
り
で
は

以
前
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
ノ

ウ
ハ
ウ
も
蓄
積
さ
れ
収
量
も

在
来
農
法
に
ひ
け
を
取
ら
な

い
レ
ベ
ル
だ
そ
う
だ
。
何
よ

り
春
作
業
の
軽
減
効
果
は
大

変
大
き
い
。
し
か
し
こ
の
農

法
に
必
要
で
あ
る
収
穫
後
秋

の
代
掻
き
は
大
潟
村
で
は
象

潟
町
と
違
い
用
水
の
確
保
を

雨
水
に
頼
っ
て
い
る
た
め
こ

の
ま
ま
で
は
普
及
が
困
難
で

あ
ろ
う
。
実
は
当
町
は
用
水

確
保
に
つ
い
て
、
現
状
で
の

対
応
は
か
な
り
の
面
積
で
可

能
性
が
あ
る
。
今
の
う
ち
か

ら
取
り
組
ん
で
み
て
は
ど
う

か
。

町
長

本
町
に
お
け
る
自
営

農
業
者
の
総
数
は
２
４
２
人
、

平
均
年
齢
は
68
・
２
歳
。
認

定
農
業
者
数
は
88
人
、
平
均

年
齢
は
67
歳
と
な
っ
て
い
る
。

全
国
的
に
農
業
者
の
高
齢
化

は
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
本

町
に
お
い
て
も
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
町
で
は
間

も
な
く
10
年
後
を
見
据
え
た

地
域
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、

将
来
の
農
地
計
画
に
地
域
全

体
で
継
続
的
に
協
議
を
重
ね

て
い
き
目
標
地
図
の
作
成
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
。

問

八
郎
潟
町
に
は
馬
場
目

川
に
注
ぐ
河
川
は
な
い
。
概

ね
、
雨
水
の
排
水
は
国
道
７

号
線
か
ら
東
は
戸
村
土
地
改

良
区
の
排
水
路
に
よ
り
三
種

川
（
東
部
承
水
路
）
に
注
ぐ
。

７
号
線
か
ら
西
は
八
郎
潟
土

地
改
良
区
の
排
水
路
に
よ
り

同
土
地
改
良
区
が
委
託
管
理

す
る
排
水
ポ
ン
プ
で
同
じ
く

三
種
川
に
排
水
す
る
。
我
が

町
の
農
業
は
町
の
必
要
不
可

欠
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
こ

と
を
強
調
し
、
共
通
認
識
と

し
た
い
。

ち
な
み
に
戸
村
土
地
改
良

区
の
名
前
に
あ
る
「
戸
村
」

と
は
地
名
で
は
な
い
。
佐
竹

藩
が
常
陸
国
か
ら
秋
田
の
地

に
転
封
数
年
後
、
藩
命
に
よ

り
戸
村
と
い
う
藩
士
が
新
田

開
発
し
た
こ
と
が
名
前
の
由

来
で
あ
る
。
ま
た
八
郎
潟
土

地
改
良
区
は
八
郎
潟
干
拓
事

業
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
で
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。

町
長

本
町
の
重
要
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
排
水
路
は
概
ね
上

村井　　智

八郎潟町の地理的構造と農業について

農
業
者
の
現
状
と

今
後
に
つ
い
て

企
業
誘
致
の
現

状
に
つ
い
て
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礼
品
の
事
務
業
務
を
町
で
行

な
う
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の

知
恵
、
能
力
を
活
か
し
た
返

礼
品
の
種
類
と
寄
付
金
額
の

増
加
、
関
係
す
る
町
民
の
所

得
が
向
上
す
る
と
考
え
る
。

町
長

人
の
確
保
に
つ
い
て

で
す
が
、
当
町
の
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
利
点
を
生
か
し
、

今
後
、
引
き
続
き
そ
の
中
心

的
役
割
を
担
う
町
内
会
を
は

じ
め
、
各
種
住
民
団
体
の
活

性
化
支
援
を
図
り
、
町
民
自

ら
の
手
で
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
町
民
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

国
・
県
の
支
援
事
業
に
つ

い
て
は
、
町
政
を
有
利
に
運

営
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
、
国
や
県
の
補
助
金

等
を
積
極
的
に
活
用
し
、
財

源
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

次
に
、
町
外
に
委

託
し
て
い
る
事
業
の

町
内
回
帰
は
町
が
町

外
に
委
託
し
て
い
る

業
務
は
、
専
門
的
な

技
術
や
効
率
化
を
目

的
と
し
た
業
務
で
、

対
象
と
な
る
事
業
者

が
な
い
業
務
に
つ
い

て
は
町
外
に
委
託
し

て
い
る
。
ふ
る
さ
と

納
税
の
関
連
業
務
は

多
岐
に
わ
た
り
、
年

に
、
町
内
会
や
、
各
ま
ち
づ

く
り
団
体
、
外
郭
団
体
な
ど

を
物
心
両
面
で
支
援
、
強
化

し
、
地
域
づ
く
り
を
更
に
磨

き
、
参
加
す
る
町
民
を
増
や

し
、
町
を
活
気
づ
か
せ
、
結

果
と
し
て
「
互
助
」
の
体
制

を
作
る
べ
き
と
考
え
る
。

財
源
を
産
み
出
す
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
・
県

の
支
援
事
業
を
積
極
的
に
活

用
す
る
。

内
閣
府
の
「
小
さ
な
拠

点
」
施
策
は
、
郊
外
集
落
に

買
い
物
場
を
作
り
、
生
活
の

不
便
を
解
消
し
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
場
を
提
供
す
る
。

郊
外
集
落
の
所
得
を
向
上
さ

せ
る
。
中
心
市
街
地
と
郊
外

集
落
に
交
通
ア
ク
セ
ス
を
整

備
す
る
。
ま
た
、
買
い
物
支

援
、
声
掛
け
・
見
回
り
な
ど

が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
必
須

条
件
は
、
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
を
持
続

的
に
実
践
す
る
地
域
運
営
組

織
を
作
る
こ
と
だ
が
、
八
郎

潟
に
は
そ
の
原
型
と
な
る
組

織
が
あ
る
。
今
後
、
議
会
、

行
政
が
こ
う
し
た
団
体
を
活

用
し
て
共
に
汗
を
流
し
て
前

に
進
め
た
い
。

次
に
、
町
外
へ
委
託
し
て

い
る
業
務
を
町
内
で
対
応
す

る
こ
と
。
ふ
る
さ
と
納
税
返

平
均
年
齢
は
、
令
和
２
年
の

調
査
で
は
68
・
２
歳
。
農
業

従
事
者
は
減
少
。
高
齢
化
と

担
い
手
不
足
の
問
題
は
益
々

深
刻
化
す
る
。
こ
の
問
題
は
、

雑
草
や
病
害
虫
の
発
生
、
ご

み
の
不
法
投
棄
な
ど
の
発
生

等
町
全
体
の
課
題
。
農
業
法

人
化
へ
の
取
り
組
み
は
と
て

も
重
要
。
農
業
法
人
は
、
経

営
面
積
の
拡
大
や
集
約
化
、

農
産
物
の
生
産
、
加
工
、
流

通
、
そ
の
他
農
業
機
械
の
導

入
、
施
設
の
整
備
等
、
法
人

の
み
な
ら
ず
担
い
手
農
家
を

支
え
る
た
め
、
国
や
県
の
補

助
金
等
を
活
用
し
、
農
業
機

械
や
設
備
に
か
か
る
支
援
を

更
に
進
め
て
い
く
。

問

課
題
解
消
の
た
め
に

は
、
実
施
す
る
前
提
と
な
る

「
人
」
と
「
財
源
」
の
確
保

が
必
要
。
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確

保
に
つ
い
て
、
八
郎
潟
町
の

「
極
め
て
高
い
町
民
の
連
帯

感
」
の
地
域
文
化
を
活
か
し

て
「
互
助
」
の
体
制
を
強
化

し
て
地
域
課
題
を
解
決
し
て

い
く
。
特
に
、
高
齢
者
や
弱

者
の
福
祉
に
つ
な
げ
る
事
が

重
要
と
考
え
る
。
そ
の
た
め

問

人
口
減
少
と
高
齢
化
に

よ
る
弊
害
は
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
そ
の
中
か
ら
喫
緊
の
課

題
に
つ
い
て
、
共
有
化
し
た

い
。
高
齢
化
の
問
題
は
、
当

事
者
の
命
に
係
わ
る
問
題
。

２
０
２
１
年
の
高
齢
者
世
帯

調
査
で
は
２
２
１
世
帯
の
訪

問
調
査
で
約
90
世
帯
が
支
援

を
必
要
と
し
て
い
る
。
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
に
よ
る
耕

作
放
棄
地
の
増
加
も
大
き
な

問
題
。
こ
の
２
件
に
つ
い
て
、

町
長
の
お
考
え
は
？

町
長

高
齢
者
が
安
心
し
て

生
活
す
る
た
め
に
は
、
安
心

感
、
日
常
的
な
家
事
、
交
通

手
段
、
友
人
・
知
人
と
の
交

流
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
。
こ
れ

に
つ
い
て
、
関
係
団
体
な
ど

と
協
力
し
、
日
常
生
活
ニ
ー

ズ
、
高
齢
者
実
態
調
査
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
参
考
に
高

齢
者
の
支
援
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
て
新
た
な
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
整
備
す
る
。

農
業
の
後
継
者
不
足
で
は
、

当
町
の
自
営
農
業
従
事
者
の

間
１
５
０
０
件
に
上
る
寄
付

債
の
迅
速
な
対
応
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
町
内
の
事

業
者
で
は
難
し
い
も
の
と
思

う
。

問

小
さ
な
拠
点
と
い
う
考

え
に
つ
い
て
、
町
長
の
ご
認

識
は
？

町
長

当
町
は
人
と
の
か
か

わ
り
は
既
に
で
き
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
中
で
、
買
い
物

支
援
や
交
通
弱
者
へ
の
対
応

は
こ
れ
か
ら
突
き
詰
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

（
高
齢
者
対
策
は
）
十
分

だ
と
は
思
っ
て
い
な
い
の
で

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
は
思
っ
て

お
り
、
小
さ
な
拠
点
づ
く
り

の
施
策
で
活
用
で
き
る
も
の

が
あ
れ
ば
考
え
て
い
く
。

八郎潟町議会だより第163号 （8）令和７年４月１日

議員

課
題
の
解
消
に

つ
い
て

課題解決のためのマンパワーと
財源を生み出すために（要点抜粋）

野原　静雄
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議員

町
長

買
物
弱
者
や
移
動
困

難
者
の
実
態
調
査
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
民
生
児
童

委
員
の
方
々
が
、
年
１
回

「
高
齢
者
実
態
調
査
」
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
調

査
は
65
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
担
当
区
域
毎
に
個
別
訪

問
し
て
、
高
齢
者
の
基
礎
情

報
（
居
住
実
態
や
世
帯
・
身

体
・
食
事
状
況
）
を
令
和
５

年
10
月
１
日
現
在
、
２
，
３

５
２
名
か
ら
回
答
を
得
て
お

り
ま
す
。
食
事
項
目
の
集
計

を
取
っ
て
み
ま
す
と
、
「
困

っ
て
い
な
い
人
」
が
87
・
２

％
、
「
食
料
品
の
買
い
物
に

困
っ
て
い
る
」
が
１
・
１
％
、

「
調
理
に
困
っ
て
い
る
」
が

０
・
３
％
、
「
買
い
物
、
調

理
の
両
方
に
困
っ
て
い
る
」

が
１
・
２
％
、
「
未
回
答
」

が
10
・
２
％
と
い
う
結
果
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果

だ
け
を
見
ま
す
と
９
割
弱
の

方
が
食
事
に
困
っ
て
い
な
い

と
読
み
取
れ
ま
す
が
、
そ
の

背
景
に
は
福
祉
・
民
間
配
食

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
要
因
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
移
動

困
難
者
に
対
し
て
は
、
外
出

支
援
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
タ
ク

シ
ー
利
用
券
交
付
事
業
と
介

護
タ
ク
シ
ー
利
用
料
補
助
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
の

登
録
状
況
は
災
害
時
要
援
護

者
が
34
名
、
災
害
時
要
援
護

者
支
援
者
が
72
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
「
指

定
緊
急
避
難
場
所
」
の
状
況

に
つ
い
は
、
緊
急
的
に
避
難

す
る
場
所
と
し
て
14
ケ
所
、

施
設
と
し
て
36
施
設
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
施
設
の
環
境

状
況
に
つ
い
て
は
、
冷
房
設

備
が
整
っ
て
い
る
施
設
（
一

部
冷
房
設
備
あ
る
も
の
も
含

め
）
は
27
施
設
、
冷
房
設
備

が
な
い
施
設
は
９
施
設
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
防
災
セ
ン

タ
ー
の
２
階
ト
イ
レ
が
和
式

に
な
っ
て
お
り
、
避
難
し
た

高
齢
者
か
ら
大
変
不
便
だ
っ

た
と
の
こ
と
か
ら
、
令
和
７

年
度
当
初
予
算
に
洋
式
工
事

費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

問

ス
ー
パ
ー
の
閉
店
や
商

店
街
の
衰
退
な
ど
、
流
通
機

能
や
交
通
網
の
弱
体
化
が
原

因
で
、
高
齢
者
等
を
中
心
に

食
料
品
の
購
入
や
通
院
に
、

不
便
や
苦
労
を
感
じ
て
い
る

買
物
弱
者
や
移
動
困
難
者
が

い
ま
す
。
現
段
階
で
の
対
象

者
を
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

へ
不
安
を
抱
え
た
ま
ま
避
難

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
１
点
目
は
高
齢
者
、
障

害
の
あ
る
方
、
移
動
困
難
者

及
び
災
害
時
要
援
護
者
に
対

し
、
町
内
会
、
消
防
団
、
民

生
児
童
委
員
及
び
地
域
福
祉

協
力
員
等
が
対
応
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
災
害
時
の
避
難

者
情
報
は
、
地
域
で
共
有

化
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
そ
の
仕
組
み
は
あ
る
の

か
。
２
点
目
は
、
水
害
発
生

時
期
は
暑
い
季
節
の
た
め
、

避
難
施
設
に
冷
房
設
備
が
な

い
環
境
の
中
で
、
精
神
的
不

安
を
抱
き
な
が
ら
避
難
し
た

町
民
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
指
定
緊
急
避
難
場
所
」
の

施
設
の
環
境
調
査
等
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
か
。

町
長

町
で
は
平
成
21
年
度

に
策
定
し
た
「
八
郎
潟
町
災

害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
計

画
」
に
基
づ
き
、
災
害
時
に

安
否
確
認
や
避
難
支
援
と
い

っ
た
地
域
の
支
援
を
必
要
と

す
る
方
々
（
災
害
時
要
援
護

者
）
が
事
前
に
町
に
登
録
を

し
て
、
そ
の
情
報
を
町
内
会

長
、
民
生
児
童
委
員
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
、
五
城
目
警

察
、
湖
東
地
区
消
防
署
に
提

供
す
る
「
八
郎
潟
町
災
害
時

要
援
護
者
登
録
制
度
」
を
実

ま
す
か
。

町
長

こ
れ
ま
で
の
活
性
化

支
援
の
取
り
組
み
と
し
、
町

内
会
で
は
、
町
内
会
連
絡
事

務
協
力
金
助
成
、
地
域
活
性

化
助
成
会
、
地
域
除
排
雪
助

成
金
等
、
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

20
を
超
え
る
各
種
団
体
が
運

営
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
盆
踊
り
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
能
な
ど

の
活
動
に
対
し
て
、
年
間
１
，

３
０
０
円
程
度
の
助
成
を
行

っ
て
お
り
、
令
和
７
年
度
も

継
続
し
て
支
援
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。
ま
た
、
地
元
企
業

と
の
連
携
協
働
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
度
に
お
い
て
は
脱

炭
素
事
業
に
着
手
し
旧
小
学

校
を
利
活
用
し
た
新
事
業
に

よ
る
地
域
産
業
の
活
性
化
を

推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

問

令
和
５
年
７
月
14
日
か

ら
の
記
録
的
大
雨
に
よ
る
馬

場
目
川
の
洪
水
や
土
砂
災
害

に
関
す
る
災
害
避
難
指
示
が
、

翌
日
15
日
に
発
令
さ
れ
、
対

象
地
区
の
町
民
２
９
２
人
が

「
指
定
緊
急
避
難
場
所
」
等

問

少
子
高
齢
化
、
核
家
族

化
や
人
口
減
少
な
ど
が
進
む

中
、
町
民
の
生
活
課
題
や
価

値
観
が
多
様
化
し
、
地
域
住

民
同
士
の
交
流
機
会
の
減
少
、

連
帯
感
の
希
薄
化
も
み
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
行
政
は
町

民
個
々
の
要
望
（
ニ
ー
ズ
）

に
応
じ
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
が

求
め
ら
れ
ま
す
が
、
行
政
が

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
財

源
、
職
員
な
ど
の
資
源
に
つ

い
て
は
、
限
界
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
町
は

「
第
６
次
八
郎
潟
町
総
合
計

画
」
（
後
期
基
本
計
画
）
を

策
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
中
の
１
「
基
本
方
針
」
に
、

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中

心
的
な
存
在
で
あ
る
各
町
内

会
な
ど
の
活
性
化
を
図
る
と

と
も
に
、
町
民
、
企
業
な
ど

と
連
携
協
働
し
、
町
民
自
ら

の
手
で
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
「
町
民
主
役
」
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
」
と
あ
る

が
、
令
和
７
年
度
の
施
策
は

ど
の
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い

伊藤　　章

令和７年度の「町民主役」のまちづくりについて

災
害
に
関
す
る
避
難

情
報
の
共
有
化
及
び

一
時
的
避
難
場
所
の

環
境
調
査
に
つ
い
て

買
物
弱
者
や
移
動
困
難

者
の
把
握
に
つ
い
て
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議員

い
た
当
時
の
配
達
は
令
和
３

年
度
３
，
１
２
８
件
・
４
年

度
２
，
９
６
３
件
・
５
年
度

１
，
９
７
８
件
、
送
迎
は
令

和
３
年
度
73
人
・
４
年
度
70

人
・

５
年
度
48
人
と
な
っ

て
ま
す
。
利
用
者
か
ら
は

「
買
い
物
が
で
き
な
い
た
め

助
か
っ
て
い
る
」
「
配
達
し

て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い

る
」
「
会
合
の
場
所
へ
の
配

達
は
あ
り
が
た
い
」
な
ど
の

声
が
あ
っ
た
と
伺
っ
て
い
ま

す
。「

ど
ん
ぶ
り
こ
ろ
こ
ろ
」

の
今
後
の
動
向
を
見
守
り
な

が
ら
、
随
時
発
信
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

問

高
齢
者
の
方
々
か
ら
生

鮮
食
品
に
困
っ
て
い
る
と
の

話
を
き
き
ま
す
。
４
月
中
に

「
ま
ち
づ
く
り
活
動
セ
ン
タ

ー
」
で
「
つ
く
し
苑
」
さ
ん

が
「
ど
ん
ぶ
り
こ
ろ
こ
ろ
」

の
名
称
で
、
弁
当
や
惣
菜
や

野
菜
等
の
販
売
を
始
め
る
と

の
こ
と
で
、
町
当
局
と
し
て

の
か
か
わ
り
方
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
ま
ち
づ
く
り
活

動
セ
ン
タ
ー
の
立
地
場
所
的

に
、
面
潟
地
区
の
特
に
移
動

手
段
が
無
い
高
齢
者
の
方
は

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
は
ち
ら
ぼ
」
の
時
も
配
達

や
車
で
送
迎
が
あ
り
ま
し
た

が
、
実
際
に
利
用
し
た
人
は

ど
れ
く
ら
い
い
た
の
か
。
利

用
し
た
方
の
反
響
は
ど
う
だ

っ
た
か
。
全
町
民
の
要
望
に

応
え
る
よ
う
な
事
業
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

町
長

南
秋
福
祉
会
の
事
業

な
の
で
直
接
的
に
町
が
関
与

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

協
力
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
、

Ｐ
Ｒ
な
ど
で
き
る
範
囲
で
協

力
す
る
考
え
で
す
。
「
は
ち

ら
ぼ
ハ
ウ
ス
」
が
経
営
し
て

介
護
予
防
教
室
は
、
フ
レ

イ
ル
を
予
防
し
健
康
で
生
き

生
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
に

７
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
ま
で
は
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
送

迎
も
行
っ
て
い
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
や
委
託
先
の
担

当
職
員
の
移
動
等
の
理
由
も

あ
り
、
令
和
３
年
度
か
ら
委

託
を
取
り
や
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
介
護
予
防
教
室
に
参

加
す
る
方
で
送
迎
を
希
望
す

る
方
に
は
、
町
職
員
が
送
迎

を
行
い
ま
す
の
で
外
部
団
体

や
企
業
に
依
頼
す
る
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。
令
和
７
年
度

は
運
動
能
力
の
低
下
予
防
の

ほ
か
に
食
事
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
日
常
生
活
の
質
を

高
め
る
ケ
ア
を
含
め
た
介
護

予
防
教
室
を
実
施
し
た
い
と

思
案
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問

老
人
憩
い
の
家
の
カ
ー

テ
ン
や
畳
等
だ
い
ぶ
傷
ん
で

お
り
ま
す
。
折
を
見
て
ご
対

応
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

健
康
福
祉
課
長

「
弁
天
荘
」

「
寿
山
荘
」
な
ど
の
修
繕
等

確
認
し
な
が
ら
今
後
予
算
化

し
た
い
と
お
も
っ
て
い
ま
す
。

次
期
福
祉
計
画
に
向
け
て
、

令
和
７
年
度
の
施
策
を
期
待

し
ま
す
。

問

コ
ロ
ナ
禍
前
は
高
齢
者

向
け
の
介
護
予
防
教
室
等
は

送
迎
が
あ
る
こ
と
で
、
気
軽

に
参
加
し
楽
し
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
送
迎
を
し
な
く
な
っ

た
理
由
と
シ
ル
バ
ー
人
材
に

依
頼
と
か
タ
ク
シ
ー
会
社
と

の
連
携
な
ど
の
方
法
は
な
い

も
の
か
。
ま
た
、
現
在
行
わ

れ
て
い
る
介
護
予
防
教
室
等

の
事
業
は
継
続
す
る
の
か
新

た
な
事
業
の
予
定
は
あ
る
の

か
。

町
長

老
人
憩
い
の
家
は

安
ら
ぎ
と
憩
い
の
場
と
し

て
、
ま
た
火
曜
日
・
木
曜
日

に
は
心
身
の
健
康
の
増
進
を

目
的
に
お
風
呂
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
来
年
度
は
夜
叉
袋

地
区
の
住
民
を
対
象
に
「
弁

天
荘
」
で
「
か
だ
っ
こ
サ
ロ

ン
」
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

高
齢
者
の
心
身
の
多
様
な
課

題
に
対
応
し
、
き
め
細
か
な

支
援
を
行
う
た
め
に
高
齢
者

保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一

体
的
な
実
施
を
行
う
も
の
で

す
。

高齢者の集いの場について

松田真寿美

健
康
を
維
持
す

る
た
め
の
食
生

活
に
つ
い
て
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議員

で
き
る
も
の
を
作
り
あ
げ
て

い
た
だ
き
た
い
。
教
育
課
で

で
き
な
い
か
。

教
育
長

学
校
教
育
で
は
こ

の
後
も
、
あ
い
さ
つ
を
重
点

と
し
て
啓
発
を
進
め
て
い
く
。

そ
れ
に
並
行
し
て
、
社
会
教

育
の
方
で
も
足
並
み
を
そ
ろ

え
て
進
め
て
い
け
れ
ば
効
果

が
あ
る
と
思
う
。
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
内
で

も
検
討
し
て
実
施
す
る
か
否

か
考
え
て
い
き
た
い
。

て
、
相
手
と
の
つ
な
が
り
を

も
つ
活
動
を
進
め
て
い
く
と

よ
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の

た
め
、
中
・
長
期
的
視
野
に

立
っ
て
、
多
く
の
人
の
協
力

を
得
な
が
ら
学
校
や
地
域
、

任
意
団
体
等
に
よ
る
地
道
な

草
の
根
的
な
運
動
を
根
気
よ

く
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
思
う
。

再
質
問

町
で
は
、
令
和

7
年
度
に
第
７
次
八
郎
潟
町

総
合
計
画
を
策
定
す
る
に
あ

た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

知
恵
を
出
し
合
い
、
素
晴
ら

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

事
業
の
展
開
を
お
願
い
す

る
。
「
小
さ
な
あ
い
さ
つ

運
動
」
を
す
る
こ

と
か
ら
は
じ
め
な

い
と
、
こ
の
町
は

よ
く
な
ら
な
い
と

思
う
。
人
と
人
と

の
繋
が
り
が
大
事

で
あ
る
の
で
「
社

会
教
育
は
人
づ
く

り
」
の
観
点
か
ら

社
会
教
育
で
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ

い
て
は
募
集
す
る

か
、
教
育
課
で
考

え
る
か
は
お
任
せ

す
る
。
町
全
体
で

ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
に
入
れ
る

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
町
全

体
で
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

町
と
教
育
委
員
会
の
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町
長

自
治
体
が
あ
い
さ
つ

運
動
を
効
果
的
に
励
行
す
る

に
は
中
々
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

と
思
う
。
住
民
へ
の
意
識
啓

発
を
促
す
た
め
の
広
報
活
動
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
設
定
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
が
、
あ
ま
り
効

果
が
な
い
と
思
う
。
た
だ
、

学
校
を
通
し
て
、
児
童
・
生

徒
が
あ
い
さ
つ
運
動
を
励
行

す
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
に

も
自
然
に
波
及
し
て
い
く
の

で
は
な
い
か
。

教
育
長

例
え
ば
、
八
郎
潟

小
学
校
で
は
、
昔
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
形
で
あ
い
さ
つ
運
動

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
現
在

は
児
童
会
の
自
主
的
活
動
と

し
て
、
朝
、
学
校
の
玄
関
前

で
登
校
し
て
く
る
児
童
生
徒

に
元
気
に
挨
拶
を
す
る
活
動

を
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ

り
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
取
り
組

み
に
効
果
が
あ
る
と
は
、
一

概
に
言
え
な
い
。
あ
い
さ
つ

は
形
式
だ
け
の
も
の
で
は
な

く
、
お
互
い
に
心
が
通
う
や

り
取
り
に
な
る
こ
と
が
大
切
。

あ
い
さ
つ
を
き
っ
か
け
と
し

る
こ
と
こ
そ
が
最
も
重
要
と

考
え
る
。
あ
い
さ
つ
運
動
を

推
進
し
て
い
く
目
的
と
そ
の

効
果
と
し
て
、
１
つ
は
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
。
気
持

ち
の
良
い
元
気
な
あ
い
さ
つ

を
交
わ
す
環
境
を
つ
く
る
こ

と
で
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
深
め
、
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、

豊
か
な
人
間
関
係
と
思
い
や

り
の
あ
る
心
を
醸
成
し
、
自

分
の
住
む
ま
ち
に
対
す
る
深

い
愛
情
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が

で
き
る
。
２
つ
目
は
、
防
犯

・
防
災
の
強
み
。
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
深
め
ら
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
や
、

生
活
の
安
全
を
守
る
効
果
が

期
待
で
き
る
。
ま
た
、
災
害

時
の
連
携
・
協
力
体
制
の
向

上
に
も
貢
献
で
き
る
。
３
つ

目
は
、
お
も
て
な
し
の
心
。

５
月
５
日
の
願
人
踊
、
８
月

の
一
日
市
盆
踊
り
や
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
に
は
約
７
万
人
が
訪

れ
る
と
報
告
が
あ
っ
た
よ
う

に
毎
年
、
多
く
の
方
が
来
訪

さ
れ
る
。
お
も
て
な
し
を
行

う
こ
と
で
八
郎
潟
町
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
る
。

八
郎
潟
町
が
生
ま
れ
変
わ
れ

る
材
料
の
一
つ
か
も
し
れ
な

い
。
県
内
外
か
ら
素
晴
ら
し

い
ま
ち
「
住
み
た
い
ま
ち
」

問

八
郎
潟
町
の
人
口
は
１

９
６
５
年
（
昭
和
40
年
）
国

勢
調
査
の
８
，
３
７
９
人
を

ピ
ー
ク
に
、
２
０
２
５
年

（
令
和
７
年
）
２
月
１
日
現

在
で
は
５
，
１
６
１
人
ま
で

に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
数

字
か
ら
見
て
も
、
町
の
命
で

あ
る
人
口
減
少
対
策
が
急
務

と
考
え
る
。
あ
い
さ
つ
運
動

を
行
う
こ
と
で
家
庭
、
学
校
、

地
域
な
ど
人
と
人
、
社
会
全

体
の
つ
な
が
り
や
信
頼
関
係

を
深
め
る
と
と
も
に
、
助
け

合
い
の
心
を
育
て
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
う
。
こ
の
あ
い

さ
つ
運
動
で
犯
罪
の
な
い
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
・
子
育
て

が
で
き
る
環
境
を
生
み
だ
し

八
郎
潟
町
に
住
ん
で
い
て
よ

か
っ
た
、
住
ん
で
み
た
い
と

考
え
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
少
子
高

齢
化
や
人
口
減
少
、
伝
統
文

化
の
継
承
な
ど
様
々
な
地
域

課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、

実
践
で
き
る
あ
い
さ
つ
運
動

で
町
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す

小栁　鉄秀

「あいさつ運動の小さな一歩から」人口減少対策を
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議員

対
し
て
ど
の
よ
う
な
苦
労
が

あ
っ
た
の
か

教
育
長

野
菜
の
高
騰
に
対

応
す
る
た
め
生
野
菜
を
使
用

せ
ず
冷
凍
野
菜
を
使
用
す
る

日
を
多
く
し
た
、
副
菜
を
果

物
に
変
更
す
る
等
し
て
安
く

済
む
献
立
に
し
た
、
大
量
に

油
を
使
う
の
で
揚
げ
物
の
回

数
を
減
ら
し
、
そ
れ
に
関
連

し
子
ど
も
た
ち
の
リ
ク
エ
ス

ト
給
食
を
残
念
な
が
ら
実
施

出
来
な
か
っ
た
、
米
を
節
約

す
る
た
め
に
児
童
生
徒
が
複

数
欠
席
し
た
場
合
は
炊
飯
量

の
調
節
を
行
っ
た
、
ま
た
牛

乳
よ
り
も
価
格
の
安
い
別
の

乳
製
品
を
出
す
日
を
増
や
す

な
ど
、
様
々
な
工
夫
で
ど
う

に
か
乗
り
越
え
て
き
た
と
伺

っ
て
い
ま
す
。

問

給
食
単
価
を
適
正
に
引

き
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か

教
育
長

学
校
給
食
も
物
価

高
騰
の
煽
り
を
受
け
て
経
営

困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
令
和
５
年
度
令
和
６
年

度
と
連
続
し
て
給
食
費
の
引

き
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。
し

か
し
近
頃
の
米
、
野
菜
、
加

工
食
品
、
調
味
料
等
の
価
格

高
騰
に
よ
り
現
行
価
格
で
も

予
定
通
り
の
献
立
で
は
赤
字

に
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
た

め
、
献
立
の
変
更
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
な
ど
学
校
も
対
応

に
大
変
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
７
年
度
に
は
物
価
の
高

止
ま
り
を
視
野
に
入
れ
余
裕

を
見
た
値
上
げ
幅
を
設
定
し

小
学
校
３
３
０
円
・
中
学
校

４
０
０
円
と
し
て
当
初
予
算

に
計
上
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
周
辺
市
町
村
よ
り
高
い
設

定
と
な
り
、
こ
れ

に
よ
り
栄
養
価
の

基
準
を
満
た
し
た

学
校
給
食
が
可
能

に
な
る
と
共
に
担

当
者
の
創
意
工
夫

や
児
童
生
徒
の
希

望
等
も
多
少
は
取

り
入
れ
ら
れ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

問

令
和
６
年
度

後
半
は
予
算
額
に

得
に
応
じ
た
給
付
対
象
が
根

底
に
あ
る
か
ら
だ
と
考
え
ま

す
。
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

に
つ
い
て
は
交
付
対
象
額
を

上
回
る
事
業
費
は
町
単
独
事

業
費
を
充
て
て
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
中
で
も
地
域
商
品

券
事
業
に
お
い
て
は
物
価
高

騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
住

民
や
事
業
者
の
支
援
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し

て
所
得
制
限
を
設
け
ず
に
全

町
民
を
対
象
に
こ
れ
ま
で
８

回
に
渡
っ
て
実
施
し
て
お
り
、

こ
の
事
業
の
町
単
独
費
の
持

ち
出
し
は
約
４
，
９
０
０
万

円
、
総
事
業
費
の
13
％
以
上

に
上
っ
て
お
り
ま
す
。

米
価
の
著
し
い
値
上
げ
や

生
鮮
食
品
も
高
騰
の
一
途
を

辿
り
、
小
麦
粉
も
価
格
が
上

が
り
パ
ン
や
麺
類
も
値
上
げ

し
て
い
る
。
ま
た
牛
乳
（
２

０
０
㎖
）
だ
け
で
も
こ
の
５

年
間
で
10
円
以
上
の
値
上
げ

に
な
っ
て
い
る
。
昨
年
か
ら

の
一
年
間
で
生
鮮
食
品
の
消

費
者
物
価
指
数
は
20
％
以
上

も
上
昇
し
て
お
り
、
再
度
目

を
向
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
が
給
食
費
で
す
。
必
要
な

栄
養
・
カ
ロ
リ
ー
を
満
た
す

に
は
食
材
や
調
理
法
の
工
夫

で
は
限
界
が
あ
る
。

き
い
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

対
し
て
秋
田
県
と
協
調
し
灯

油
購
入
費
を
助
成
し
、
低
所

得
者
の
生
活
持
続
の
一
助
に

な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
非
課
税

世
帯
へ
の
支
援
は
国
の
指
針

も
あ
り
支
援
が
手
厚
く
な
っ

て
い
る
。
条
件
に
よ
り
該
当

に
な
る
場
合
も
あ
る
が
住
民

税
の
均
等
割
り
の
み
の
世
帯

や
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
、
非

課
税
と
い
う
く
く
り
の
中
で

救
済
さ
れ
な
い
層
も
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
層
を
探
す
努
力

も
し
て
ほ
し
い
。

問

行
き
届
か
な
い
層
に
対

し
総
合
経
済
対
策
の
枠
を
独

自
に
広
げ
る
、
ま
た
は
町
単

独
で
も
助
成
を
検
討
し
て
ほ

し
い

町
長

住
民
税
均
等
割
り
の

み
課
税
世
帯
に
対
す
る
支
援

は
今
年
度
の
物
価
高
騰
支
援

給
付
金
に
お
い
て
一
世
帯
あ

た
り
10
万
円
を
、
ま
た
そ
の

内
18
歳
以
下
の
児
童
が
い
る

場
合
は
該
当
児
童
一
人
あ
た

り
５
万
円
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
ひ
と
り
親
世
帯

に
対
す
る
支
援
は
こ
れ
ま
で

支
給
し
た
実
績
は
あ
り
ま
せ

ん
。
低
所
得
世
帯
を
下
支
え

す
る
た
め
、
あ
く
ま
で
も
所

物
価
高
騰
の
波
が
止
ま
り

ま
せ
ん
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

の
高
騰
も
過
ぎ
去
っ
て
な
い

が
、
米
価
や
生
鮮
食
品
の
高

騰
の
話
題
が
先
行
す
る
ぐ
ら

い
、
多
く
の
分
野
で
値
上
げ

ラ
ッ
シ
ュ
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
町
と
し
て
も
国
の
総
合

経
済
対
策
に
基
づ
き
住
民
税

非
課
税
世
帯
に
対
し
３
万
円

の
給
付
、
同
じ
く
非
課
税
世

帯
に
灯
油
購
入
助
成
費
と
し

て
６
千
円
を
助
成
す
る
措
置
、

ま
た
全
町
民
に
商
品
券
１
万

円
の
配
布
を
決
定
し
て
お
り

ま
す
。

問

こ
れ
ら
の
施
策
で
物
価

高
騰
に
対
し
ど
の
程
度
の
効

果
を
見
込
む
の
か
、
期
待
す

る
の
か
伺
う

町
長

住
民
税
非
課
税
世
帯

一
世
帯
あ
た
り
３
万
円
を
給

付
し
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
う
ち
18
歳
以
下
の
児
童
が

い
る
子
育
て
世
帯
に
対
し
て

子
供
一
人
あ
た
り
２
万
円
を

加
算
給
付
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
灯
油
価
格
の
高
騰
を
受

け
特
に
家
庭
へ
の
影
響
が
大

小柳　　聡

物価高騰対策は
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議案第24号 八郎潟町過疎地域持続的発展計画の変更について 全員賛成可決

議案第25号 財産の無償貸付について
賛成多数可決

（反対：加藤千代美、
京極幸村、村井智、
小野千春、小林響騎）

議案第26号 令和７年度八郎潟町一般会計予算について
賛成多数可決

（反対：加藤千代美、
京極幸村、村井智、
小林響騎）

議案第27号 令和７年度八郎潟町国民健康保険特別会計予算について 全員賛成可決
議案第28号 令和７年度八郎潟町後期高齢者医療特別会計予算について 全員賛成可決
議案第29号 令和７年度八郎潟町介護保険特別会計予算について 全員賛成可決
議案第30号 令和７年度八郎潟町水道事業会計予算について 全員賛成可決
議案第31号 令和７年度八郎潟町公共下水道事業会計予算について 全員賛成可決
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◆
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）

森
林
経
営
管
理
計
画
現

況
調
査
委
託
料
の
減
額
理
由

は
何
か
。

令
和
６
年
度
に
県
で
実

施
し
た
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量

の
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
現
地
確
認
が
不
要
に
な

る
等
、
事
務
の
省
力
化
が
図

ら
れ
る
こ
と
か
ら
減
額
し
た

も
の
で
あ
る
。

◆
財
産
の
無
償
貸
付

（
貸
付
を
す
る
財
産
は
、

あ
き
た
湖
東
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
に
対
し
て
面

積
６
，
１
５
４
㎡
。
八
郎
潟

町
大
豆
刈
取
集
団
に
対
し
て

面
積
２
３
８
㎡
。
令
和
７
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
12
年
３

月
31
日
ま
で
の
５
年
間
。
）

こ
れ
ま
で
の
貸
付
金
額

は
幾
ら
で
あ
っ
た
か
。

●

補
正
予
算
議
案

４
件

●

条
例
改
正
議
案

６
件

●

陳
情

２
件

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管

理
運
営
委
託
料
に
ス
チ
ー
ム

コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン
の
購
入
費

を
、
町
か
ら
半
額
負
担
す
る

と
あ
る
が
、
町
が
半
額
負
担

す
る
取
り
決
め
な
ど
は
あ
る

の
か
。老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

町
の
所
有
物
で
あ
り
、
社
会

福
祉
協
議
会
か
ら
運
営
管
理

を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
介
護
事
業
所
と

し
て
運
用
も
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
協
議
の
結
果
、
半
額

は
社
会
福
祉
協
議
会
で
負
担

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

空
き
家
等
解
体
費
補
助

金
を
減
額
補
正
し
て
い
る
が
、

多
く
の
空
き
家
が
あ
る
と
思

う
が
、
実
態
調
査
は
実
施
し

て
い
る
の
か
。

令
和
６
年
度
は
申
請
の

申
し
込
み
が
な
い
の
で
減
額

総
務
産
業

常
任
委
員
会

教
育
民
生

常
任
委
員
会

農
協
部
分
に
つ
い
て
は

年
間
１
７
７
万
円
弱
、
大
豆

刈
り
取
り
部
分
に
つ
い
て
は

年
間
１
万
８
千
円
ほ
ど
で
あ

る
。

無
償
に
す
る
に
は
理
由

が
あ
る
の
か
。

財
産
の
交
換
・
譲
与
・

無
償
貸
付
等
に
関
す
る
条
例

で
は
、
公
共
団
体
は
公
益
事

業
の
用
に
供
す
る
と
き
は
、

議
会
の
議
決
を
得
ず
に
無
償

で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
協

は
、
公
共
的
な
活
動
を
営
む

産
業
経
済
の
公
共
団
体
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
カ
ン
ト
リ

ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
公
益
事

業
に
あ
た
り
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

個
々
に
よ
っ
て
は
解
釈
が
異

な
る
懸
念
が
あ
っ
た
こ
と
や

有
償
か
ら
無
償
へ
の
転
換
と

な
る
こ
と
か
ら
、
議
会
へ
説

明
し
た
う
え
で
、
進
め
て
い

き
た
い
こ
と
か
ら
議
案
を
提

出
し
た
も
の
で
す
。

町
の
条
例
は
、
そ
も
そ

も
ど
の
よ
う
な
も
の
を
想
定

補
正
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
補
助
金
の
対
象
に
な
る
危

険
空
き
家
の
実
態
調
査
は
実

施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
近
隣

の
住
民
か
ら
連
絡
を
受
け
、

所
有
者
へ
対
処
し
て
い
た
だ

く
よ
う
通
知
等
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
報
酬
が
、
全

般
的
に
減
額
補
正
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
減
少
し
て
い
る

消
防
団
員
数
へ
の
対
策
は
あ

る
の
か
。

条
例
定
数
75
人
に
対
し
、

現
在
58
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

広
報
等
で
募
集
は
し
て
い
ま

す
が
、
入
団
希
望
者
が
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
は
、
町
消
防

団
と
し
て
も
、
分
団
再
編
に

向
け
て
町
と
協
議
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

町
民
第
２
体
育
館
の
照

明
の
調
査
に
伴
い
、
照
明
増

設
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

将
来
的
に
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
調
査

結
果
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

◆
条
例
関
係
議
案

国
の
法
律
の
規
定
に
基

づ
き
、
八
郎
潟
町
災
害
弔
慰

金
等
支
給
審
査
委
員
会
を
設

置
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
災

害
が
発
生
し
な
け
れ
ば
招
集

し
な
い
の
か
。

災
害
関
連
死
に
該
当
す

る
か
の
審
査
す
る
委
員
会
な

の
で
、
災
害
後
に
招
集
す
る
。

「
八
郎
潟
町
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
記
念
会
館
町
民
健
康
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
の

名
称
は
変
更
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
す

る
名
称
は
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
が
保

有
す
る
知
的
財
産
の
た
め
、

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
施

設
名
を
「
八
郎
潟
町
ア
ス
リ

ー
ト
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ

ー
」
に
変
更
す
る
。

各
常
任
委
員
会
の
報
告

し
て
制
定
さ
れ
た
の
か
。

こ
れ
ま
で
無
償
貸
付
で

き
る
団
体
は
、
公
共
的
団
体

に
つ
い
て
の
み
説
明
し
て
き

ま
し
た
が
、
条
文
に
は
、
地

方
公
共
団
体
、
そ
の
他
の
公

共
団
体
も
入
っ
て
お
り
、
主

に
国
や
県
が
事
業
を
実
施
す

る
う
え
で
町
の
普
通
財
産
を

活
用
す
る
こ
と
な
ど
を
想
定

し
て
お
り
ま
す
。

◆
陳
情

最
低
賃
金
法
の
改

正
と
中
小
企
業
支
援
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
書

・
最
低
賃
金
を
大
幅
に
引
き

上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、

賃
金
に
見
合
わ
な
い
労
働

者
は
切
り
捨
て
ら
れ
る
こ

と
に
繋
が
る
の
で
危
な
い

と
思
う
。

・
毎
年
陳
情
さ
れ
る
が
、
中

小
企
業

経
営
者

に
と
っ

て
は
厳

し
い
と

思
わ
れ

る
。
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成
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
過
去
助
成
事
業
で
５

人
免
許
を
取
得
し
ま
し
た

が
、
本
人
の
都
合
に
よ
り
辞

め
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
途
中
で
都
度
実
地
研
修

を
行
い
育
成
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。
免
許
を
取
得
し
た
人

は
継
続
し
て
携
わ
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
本
人
の
都
合
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
確
保
が
難
し

い
現
状
で
す
。

総
務
課
関
係

せ
せ
ら
ぎ
公
園
橋
等
解

体
工
事
が
予
算
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
の
せ
せ
ら
ぎ

公
園
は
ど
う
な
る
の
か
。

小
川
は
漏
水
し
て
い
る

た
め
、
復
活
さ
せ
る
と
い

う
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

芝
生
化
す
る
案
や
一
体
的
に

広
場
に
す
る
等
の
案
を
、
行

政
事
務
改
善
委
員
会
で
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

補
助
金
に
つ
い
て
、
実
績
が

な
か
っ
た
理
由
は
世
帯
所
得

が
５
０
０
万
未
満
と
い
う
条

件
の
た
め
か
。

そ
も
そ
も
申
込
み
が
な

か
っ
た
た
め
、
実
績
０
件
と

な
り
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
審
議

予
算
特
別
委
員
会
審
議

予
算
特
別
委
員
会
審
議

予
算
特
別
委
員
会
審
議

予
算
特
別
委
員
会
審
議

予
算
特
別
委
員
会
審
議

予
算
特
別
委
員
会
審
議

予
算
特
別
委
員
会
審
議

予
算
特
別
委
員
会
審
議

予
算
特
別
委
員
会
審
議

予
算
特
別
委
員
会
審
議

健
康
福
祉
課
関
係

地
域
福
祉
計
画
策
定
業

務
委
託
料
３
０
０
万
円
に
つ

い
て
、
計
画
策
定
に
あ
た
り
、

基
礎
資
料
は
役
場
職
員
が
作

る
の
か
、
委
託
会
社
が
作
る

の
か
。町

民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、
業
者
の
手
助
け
も
受

け
な
が
ら
健
康
福
祉
課
職
員

全
員
が
担
当
し
、
収
集
・
分

析
し
て
参
り
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い

て
、
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
策
定
の
中
で
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
し
た
結
果
、
親

の
急
な
用
事
で
子
ど
も
を
預

け
る
場
所
が
な
い
た
め
、
こ

の
事
業
を
整
備
し
て
ほ
し
い

と
い
う
意
見
が
４
割
程
あ
り

ま
し
た
。
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と

判
断
し
て
お
り
ま
す
。
預
け

た
い
人
は
お
り
ま
す
が
、
受

け
手
の
人
材
整
備
を
し
て
か

ら
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

受
け
手
と
な
る
サ
ポ
ー

ト
会
員
は
誰
が
担
う
の
か
。

サ
ポ
ー
ト
会
員
は
一
般

町
民
と
、
に
ゃ
ん
ぱ
ち
子
育

て
ら
ん
ど
に
い
る
職
員
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

建
設
水
道
課
関
係

除
雪
体
制
に
つ
い
て
、

高
齢
化
、
人
口
減
少
の
中
で
、

厳
し
い
状
態
だ
と
思
う
が
、

現
状
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し

い
。

昔
か
ら
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
確
保
が
難
し
い
状
況
で
あ

っ
た
が
、
近
年
、
ベ
テ
ラ
ン

の
引
退
、
若
手
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
の
減
少
等
も
あ
り
、
よ
り

厳
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
異
業
種
か
ら
の
人
材
確

保
の
手
段
と
し
て
免
許
取
得

に
か
か
る
費
用
を
負
担
す
る

助
成
事
業
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。
令
和
７
年
度
に
つ
き
ま

し
て
は
、
辛
う
じ
て
人
材
の

確
保
は
行
え
て
い
る
現
状
で

あ
り
ま
す
。

今
後
人
材
の
確
保
が
厳

し
く
な
っ
て
い
く
中
で
、
除

雪
体
制
の
中
長
期
的
な
育
成

計
画
を
行
う
予
定
は
あ
る
か
。

人
材
確
保
は
厳
し
い
現

状
で
ご
ざ
い
ま
す
。
除
雪
は

経
験
を
積
ま
な
い
と
上
達
が

難
し
い
た
め
、
普
段
か
ら
そ

う
い
っ
た
業
務
に
関
係
す
る

人
と
な
る
と
人
材
の
確
保
が

限
ら
れ
て
き
ま
す
。
そ
の
た

め
、
農
家
か
ら
の
確
保
、
育

旧
小
学
校
遊
具
撤
去
に

つ
い
て
、
ど
の
程
度
撤
去
す

る
の
か
。
ま
だ
使
用
さ
れ
て

い
る
遊
具
な
の
で
す
が
、
今

後
の
旧
校
舎
利
活
用
の
関
係

も
あ
っ
て
の
撤
去
か
。

利
活
用
の
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
管
理
し
て
い
な
い

状
態
で
す
の
で
危
険
性
を
考

慮
し
て
全
て
撤
去
す
る
も
の

で
す
。

住
民
生
活
課
関
係

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

管
理
人
に
つ
い
て
、
３
月
広

報
で
管
理
人
の
募
集
を
し
て

い
た
。
募
集
に
対
し
て
、
現

在
申
し
込
み
は
あ
る
の
か
。

現
在
は
あ
り
ま
せ
ん
。

教
育
課
関
係

部
活
動
地
域
移
行
検
討

委
員
会
に
つ
い
て
。
教
員
目

線
の
負
担
軽
減
と
い
っ
た
改

革
は
進
ん
で
い
る
。
こ
の
検

討
委
員
会
で
は
教
員
の
働
き

方
改
革
と
部
活
動
環
境
の
ど

ち
ら
の
方
向
で
議
論
す
る
の

か
。

完
全
移
行
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
同
様
に
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

環
境
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
の
と
こ
ろ
は
っ
き
り
と
し

た
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。
各
部
活
動

で
、
休
日
に
ど
の
よ
う
な
子

ど
も
で
も
受
け
入
れ
る
体
制

が
整
え
ら
れ
れ
ば
、
よ
り
良

い
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
へ

近
づ
く
の
で
は
な
い
の
か
と

い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
令
和

７
年
度
は
、
そ
う
い
う
こ
と

も
含
め
な
が
ら
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。部

活
動
指
導
謝
礼
に
つ

い
て
、
競
技
特
性
に
よ
っ
て

は
、
指
導
者
が
複
数
必
要
な

競
技
も
あ
る
と
思
う
。
競
技

に
よ
っ
て
枠
を
増
や
し
て
も

良
い
の
で
は
な
い
か
。

検
討
し
ま
す
。

産
業
課
関
係

は
ち
ら
ぼ
補
助
金
の
２
，

５
４
５
千
円
の
補
助
金
の
内

訳
は
。野

菜
の
納
品
、
弁
当
の

配
達
、
効
果
促
進
事
業
、
事

務
局
長
の
人
件
費
、
車
の
維

持
管
理
費
と
な
り
ま
す
。

指
定
管
理
の
目
的
は
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費

削
減
で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り

活
動
セ
ン
タ
ー
に
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト

は
あ
っ
た
か
。
（
指
定
管
理

費
約
１
，１
０
０
万
円
）

コ
ス
ト
減
に
は
な
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
コ
ス
ト
削
減

に
つ
い
て
は
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
様
々
な
方
法
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

全
体
的
な
管
理
に
そ
れ

ほ
ど
か
か
る
の
か
。

人
件
費
で
土
日
祝
含
め

て
８
時
か
ら
19
時
ま
で
開
館

し
て
お
り
ま
す
の
で
結
構
な

金
額
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の

他
、
大
き
い
予
算
は
光
熱
水

費
に
な
り
ま
す
。

指
定
期
間
内
に
結
果
が

出
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
認
識
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
直
営
の
話
も
あ
っ
た

が
、
町
で
も
考
え
て
ほ
し
い
。

直
営
に
す
る
な
ら
改
善

セ
ン
タ
ー
の
様
に
、
会
計
任

用
職
員
を
雇
っ
た
形
の
形
態

が
良
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

管
理
委
託
費
と
し
て
、

町
は
い
つ
ま
で
補
助
を
す
る

の
か
。は

ち
ら
ぼ
が
存
続
す
る

限
り
は
、
管
理
委
託
を
行
い

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

脱
炭
素
事
業
に
つ
い
て

の
内
容
は
こ
れ
か
ら
決
定
す

る
と
あ
る
が
、
実
際
は
ど
の

位
進
ん
で
い
る
の
か
。

事
業
者
か
ら
提
案
の
一

つ
に
バ
イ
オ
マ
ス
を
や
り
た

い
提
案

は
あ
っ

た
。
し

か
し
そ

の
他
の

提
案
含

め
具
体

的
事
業

に
つ
い

て
は
ま

だ
決
定

し
て
い

な
い
。

（15） 八郎潟町議会だより第163号 令和７年４月１日
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◆
議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長

野
原

静
雄

副
委
員
長

小
栁

鉄
秀

　
　
　
　
　
　

伊
藤　
　

章

　
　
　
　
　
　

松
田
真
寿
美

　
　
　
　
　
　

小
野

千
春

　
　
　
　
　
　

柳
田

裕
平

議 会 の う ご き議 会 の う ご き

 ４日 消防出初式 （議長)
 10日 湖東３町商工会新春賀詞交歓会並びに
  永年勤続優良従業員表彰式
 20日 例月出納検査 （監査委員)

1月

 ４日 合同厄祓い・還暦祝 （議長)
17日 第１回臨時会
  議会全員協議会
 11日 スポーツ賞授与式・スポーツ講演会
12日 秋田県町村電算システム共同事業組合議会定例会(議長)
  秋田県町村議会議長会理事会 (議長)

2月

18日 例月出納検査 （監査委員)
19日 南秋田郡議長会連絡協議会

 ４日 議会運営委員会、議会広報編集委員会
 ５日 議会全員協議会
 ６日 八郎潟町婦人会総会 （議長)
10日 議会定例会（19日まで）
21日 八郎湖周辺清掃事務組合議会
  八郎潟町・井川町衛生処理施設組合議会
  例月出納検査 （監査委員)
24日 議会広報編集委員会
26日 湖東地区行政一部事務組合議会
  八郎潟町・井川町衛生処理施設組合議会例月監査

3月

今
期
の
町
議
選
が
終
わ
り
、
７

人
の
新
人
議
員
に
と
っ
て
は
、
あ

わ
た
だ
し
く
過
ぎ
た
１
か
月
半
余

り
、
再
選
議
員
に
と
っ
て
も
不
慣

れ
な
多
く
の
新
人
議
員
の
指
導
で

ご
苦
労
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す

が
、
無
事
に
「
３
月
定
例
会
」
が

終
了
し
ま
し
た
。「
議
会
広
報
編

集
委
員
会
」
も
６
名
中
５
人
が
新

人
議
員
と
い
う
こ
と
で
、
新
し
い

目
線
で
「
議
会
だ
よ
り
」
を
考
え

よ
う
と
い
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た

が
、
３
月
定
例
会
の
閉
会
か
ら
原

稿
締
め
切
り
ま
で
タ
イ
ト
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
「
議
会
だ
よ
り
」

の
見
直
し
は
今
後
、
検
討
会
を
重

ね
な
が
ら
、
６
月
定
例
会
の
ご
報

告
（
第
１
６
４
号
）
か
ら
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
３
月
は
、

卒
業
式
の
シ
ー
ズ
ン
と
い
う
こ
と

で
、
私
も
30
年
ぶ
り
に
卒
業
式
に

参
列
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

感
動
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。
同
時
に
こ
の
子
供
た
ち
の

た
め
に
も
し
っ
か
り
仕
事
を
し
な

け
れ
ば
…
と
い
う
決
意
を
新
た
に

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
の
ご
指

導
と
御
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
野
原
静
雄
）

編
集
後
記

受理
番号

受　理
年月日 件名 住　所 氏　　名 件　　　名 本会議

結　果
付　託
委員会

１ 令和７年
１月14日 陳情 東京都

八王子市 伊藤　　豪
議会の審議においてどの議案に「賛成」
「反対」「棄権」したかがわかるような図
を作り、自治体ホームページで公開する
ことに関する陳情

採択 総務
産業

２ 令和７年
１月14日 陳情 東京都

八王子市 伊藤　　豪
市民とともに「いじめ」「自殺」「児童虐待」
「犯罪」等を減らす取り組みについての
陳情

不採択 教育
民生

３ 令和７年
１月14日 陳情 秋田市 秋田市弁護士会

会長　石田　英憲
「選択的夫婦別姓制度の導入を求める意
見書採択に関する陳情」

賛成多数
反対：　
村井　智
野原静雄
小林響騎

教育
民生

４ 令和７年
１月20日 陳情 秋田市

秋田県労働組合総連合
議長　高野　智子

秋田県春闘共闘懇談会
代表委員　奥井　明子

「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡
充を求める意見書」の採択を求める陳情
書

反対多数
賛成：　
野原静雄
小柳　聡

総務
産業

５ 令和７年
２月３日 陳情 大館市 渡部　道正 デジタル・ベーシックインカム導入に関

する意見書の提出に関する意見書

反対多数
賛成：　
小野千春
小林響騎

総務
産業

■陳　情
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